
  粕 川 地 区 の 人 口 と 世 帯   

 人 口 １０，２５８人 
 男   ５，１３４人  
 女   ５，１２４人 

 世帯数  ４，３０９世帯 

 （ 令 和 ５ 年 ２ 月 末 現 在 ） 

 令和５年度の自治会連合会長に女渕区の深澤泰司

さんが（写真左）、副会長に稲里区の諸星裕之さん

が（写真右）選任されました。 

 自治会連合会は、行政と自治会のパイプ役とし

て、粕川地区全体の自治会活動について多方面から

協議をするとともに、行事運営等の会議を通じ、粕

川地区の一層の振興に取り組んでいます。 

 今年度、町づくりの中心となって活躍してくださ

る自治会連合会の皆さん（各自治会長）は、右の表

のとおりです。よろしくお願いします。 

 また、地域の皆様には、今後とも住みやすく暮ら

しやすい地域づくりにご協力いただきたくお願い申

し上げます。 

 氏名（敬称略） 連合会役職 

 中之沢 区 長沢 正明  

 室 沢 区 吉田 惣八  

 月 田 区 大矢 実 会計 

 稲 里 区 諸星 裕之 副会長 

 新 屋 区 須永 恭啓 監事 

 込皆戸 区 坂本 巳喜夫  

 深 津 区 荒川 雄三  

 女 渕 区 深澤 泰司 会長 

 田 面 区 松村 悦夫  

 中  区 登山 英夫 監事 

 膳  区 松村 好美  

令和５年度 地域のリーダーが決定 

粕川地区自治会連合会 

 粕川公民館では、生涯学習の拠点として、地

域の皆様を対象に次のような事業を計画してい

ます。 

●青少年体験・チャレンジ活動   

●学び合い、人権、地域ふれあい    

●子育て、親子支援   

●集会所事業（学習会等）    

●自主学習グループ活動支援    

●生涯学習奨励員活動支援  

 これらの事業の詳細については、随時、館報

やホームページなどでお知らせします。 

公民館事業の本年度計画 

 職員の人事異動がありました。 

<転出> ●松村 瑞恵（障害福祉課へ） 

 お世話になりました。  

<転入> ●深澤 文子（富士見支所より） 

 よろしくお願いします。  

粕 川 公 民 館 人 事 異 動 

利用ガイドラインの変更 

 粕川公民館利用ガイドラインが見直されました。新

しいガイドラインについては、ホームページにてご確

認ください。https://www.city.maebashi.gunma.jp/

soshiki/kyoiku/kasukawakominkan/gyomu/4998.html 



Gather × Learn × Connect 

「 人 権 に つ い て の 考 え 」   

月田小４年 鈴木 瑠巳    

 ぼくは、人けん集中学習で友だちを大切にする

ことやいじめないことなどを考えました。他にも

チクチク言葉はいわないことやみんなにやさしく

することなども考えました。とくに大切だと思っ

たことは、みんなをいじめないことや友だちを大

切にすることです。 

 「みんなをいじめない」については、いじめは

自分の心も相手の心もきずつくなと思いました。

他にも人権ビデオを見て考えました。仲間はずれ

はしないでみんなでたのしく遊んだりするほうが

おたがい、いい気持ちでできるなとぼくは、思い

ました。その他にも、みんなの人けんひょうごを

見て、いじめはなにがあってもしては、いけない

と思いました。それから、いじめは、かいけつに

ならないと思いました。みんなを、きずつけるチ

クチク言葉は使っては、いけないと思いました。  

 「友だちを大切にする」については、みんなを

きずつけてはいけないと自分でよく考えた時に友

だちは、いじめずになかよくするほうがいいなと

思いました。他にもケガをしている人がいたらほ

けん室につれていってあげたりしてやさしくせっ

してあげることがいいことだなと思いました。そ

れから自分がいやだなと思ったことは、友だちに

はしないほうがいいなと思いました。 

 今年の人けん集中学習では、いろいろなことを

考えました。なのでチクチク言葉はつかわないこ

とやいじめはしてはいけないという事が分かりま

した。そしてみんなとなかよくしようと思いまし

た。フワフワ言葉などを使ってみんなといい毎日

をすごしたいなと思いました。 

※学年は令和４年度時です。 

隣保館 

ＮＥＷＳ 

〇職員の異動について 

（新）館長（再任用）   

   鈴木 明 （福祉部指導監査課から） 

   嘱託員 櫻井 美由紀（採用） 

   よろしくお願いします。 

（旧）館長（嘱託） 神澤 良明（退職） 

   嘱託員 小林 淳子（退職） 

○隣保館の事業について 

粕川地区の皆様には、本館事業につきましてご協

力をいただき、感謝申し上げます。令和５年度の

事業について詳細が決まりましたら、館報等でお

知らせしたいと考えています。 

また、誌面の都合がつけば、活動実績等も報告し

たいと考えています。今年度も皆様のご指導・ご

協力をお願いします。 

○粕川保育所子育て支援センター「さくらんぼク

ラブ」（会場は隣保館） 

①４月１９日（水）①９時４５分～１０時４５分 

②１１時～１２時 

 育児講座「手形アート」 親子各５組 

②４月２０日（木）①９時３０分～１０時３０分 

②１０時４５分～１1時４５分 

 育児講座「手形アート」 親子各５組  

新年度もいろいろな楽しい企画をします。子育て

中のお母さんをはじめ保護者の皆さんには、子育  

ての息抜きとおしゃべり場として楽しんでくださ

い。その他の日は、粕川保育所子育て支援室での

活動となります。ぜひお気軽に遊びに来てくださ

いね。 

（問い合わせ・申し込み先）子育て支援センター 

電話２８５－２１０７ 

 

隣保館 
 
粕川町西田面192-1 
☎ 285-5534

FAX  285-5541 



 

※学年は令和４年度時です。 

てをつなぎ  こころもつなげて  たすけあい    

田畑 琉偉（粕川小１年） 

だいじょうぶ  げんきがでたよ  うれしいな   

山田 ななみ（粕川小１年） 

小学校児童の標語をご紹介します。 （敬称略） 

粕
川
の
源
流
域
を
訪
ね
て
㉓ 

粕
川
の
水
害
史
② 

 

早
春
の
清
流
粕
川 

 

春
の
暖
か
さ
に
誘
わ
れ
て
、
粕
川
の
堤
防

を
散
策
し
た
。
土
手
に
植
え
た
桜
の
蕾
も
赤

く
膨
ら
み
開
花
の
時
を
じ
っ
と
待
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
っ
た
。
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囲
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憐
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再
び
石
垣
を
登
り
、
堤
防
の
歩
道
に
出
る

と
、
散
歩
し
て
い
る
古
老
に
出
会
っ
た
。
そ

の
古
老
の
話
に
よ
る
と
、
「
あ
ん
な
に
も
優

し
く
穏
や
か
に
流
れ
る
粕
川
も
時
に
は
豹
変

し
て
大
暴
れ
を
す
る
事
が
あ
る
ん
だ
よ
、
川

は
生
き
物
だ
か
ら
ね
」
と
語
り
、
さ
ら
に
続

け
て
、
「
申
年
の
大
洪
水
や
戦
後
の
昭
和
二

十
二
年
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カ
ス
リ
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ン
台
風
に
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大
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害
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粕
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水
害
史
と
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大
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事
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し

た
ね
」
と
語
り
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そ
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路

に
向
か
っ
て
行
っ
た
。 

「たのしいね」「ありがとう」 ふわふわことば  

       飯島  玲（月田小１年） 
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熟
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。
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た
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８
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す
る
大
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で

あ
っ
た
事
を
前
回
記
し
た
。 

 

粕
川
の
洪
水
次
第
書 

 
申
年
の
大
洪
水
で
、
甚
大
な
被
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に
苦
し

む
農
民
や
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人
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、
「
粕
川
の
洪
水
次
第

書
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を
作
成
し
て
領
主
に
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し
出
し
認
め
ら

れ
た
記
録
が
残
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れ
て
い
る
。
中
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一
五
六

氏
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蔵
の
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あ
る
。
そ
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当
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る
と
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よ
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上
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姓

な
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請
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そ
れ
ぞ

れ
に
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し
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れ
、
摂
津
守
岩
鼻
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後
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せ
っ
つ
の
か
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わ
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な
た
ん
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の
か
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御
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・
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場
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大
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か
れ
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つ
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や
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の
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の
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御
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郷
を
ゆ
る
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れ
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ま
た
、
深
津
村
で
は
、
田
畑
十
三
町

余
砂
入
り
と
な
り
、
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
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主
は
お
見
分
を
行
い
田
畑
と
も
一
ヶ
年
、

三
ヶ
年
五
ヶ
年
、
七
ヶ
年
の
貢
租
を
免
ぜ
ら

れ
、
翌
十
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に
は
、
領
主
よ
り
金
四
拾
両
を

下
附
さ
れ
復
興
を
な
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
「
申
年
の
大
洪

水
」
の
大
災
害
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特
に
蒙
っ
た
地
域
は
粕
川

沿
い
の
室
沢
・
月
田
・
深
津
な
ど
で
あ
っ
た

事
が
、
「
粕
川
洪
水
の
次
第
書
」
記
載
の
古

文
書
か
ら
読
み
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れ
る
。 
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現
代
で
は
気
象
庁
の
予
報
官
が
、
大
型
台

風
な
ど
が
本
土
に
接
近
す
る
と
、
テ
レ
ビ
の

画
面
に
向
か
っ
て
百
年
に
一
度
し
か
な
い
様

な
大
災
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
厳
重
に
注
意
を
し
て
下
さ
い
。
な
ど
と

報
道
致
し
ま
す
が
、
過
去
の
申
年
の
大
洪
水

は
百
年
に
一
度
の
経
験
し
か
出
来
な
い
未
曾

有
の
大
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水
に
よ
る
災
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で
あ
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た
事
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記
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が
教
え
て
く
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て
い
る
。
「
災
害
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忘
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に
や
っ
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来
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」
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
日
頃
か
ら
減
災
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に
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掛
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た
い

も
の
で
あ
る
。
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市
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護
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志
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（
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真
）
清
流
粕

川
の
流
れ 
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粕川公民館 〒371-0217  前橋市粕川町西田面194-4  

      TEL 027-285-3311 FAX 027-230-6063 

ホームページ  http://www.city.maebashi.gunma.jp/  

                      → 公民館 → 粕川公民館 

WEB-
SITE 

●私たちの金曜日（有川ひろ）●光のとこに

いてね（一穂ミチ）●地図と拳（小川哲）●

元の黙阿弥（奥山景布子）●夜に星を放つ

（窪美澄）●つぎはぐ、さんかく（菰野江

名）●海は地下室に眠る（清水裕貴）●海は

地下室に眠る（鈴木涼美）●グレイスレス

（鈴木涼美）●パレードのシステム（高山羽

根子）●方舟（夕木春央） 

４月 ６（木）．13（木）．   

  20（木）．27（木） 

５月 ６（金）．11（木）． 

  18（木）．25（木） 

［おひさまクラブによる読み聞かせのお知らせ］ ※リユース図書コーナーの設置（2/11～3/26） 

４月１日（土）午前10時30分～   ５月13日（土）午前10時30分～  

市立図書館粕川分館  ☎027（285）3312 

〇開館時間 ＜ 平 日 ＞ 午前10時 ～ 午後 6時  ＜ 土日祝 ＞ 午前10時 ～ 午後 5時 

休

館

日 

●あした、弁当を作る。（ひこ・田中）●おにのしょ

うがっこう（山田マチ）●おもしろい話、集めまし

た。 W（ひのひまり）●バスを降りたら（眞島めい

り）●本当はこわい話 10（小林丸々）●聴導犬ふ

く家族ができた！（鈴木びんこ）●ナマケモノヨガ

（新井洋行）●ねこねむる（楓真知子）●ふたごのた

まごとうさぎたち（石津ちひろ）●ぼくはびっくり

マーク（エイミー・クラウス・ローゼンタール） 

●日時 令和５年４月３０日（日） 

●開場 午後１時30分 ●開園 午後２時00分 

●会場 粕川公民館大ホール ※入場無料 

※問合せ先 松村 285-4361 

 歌謡曲、ラテン、ジャズなどの演奏と歌やダ

ンスがお楽しみいただけます。 

 皆さんお誘いあわせのうえ、お気軽にお越し

ください。 

粕 川 公 民 館 自 主 学 習 グ ル ー プ 

ド リ ー ム ・ サ ウ ン ズ 

定 期 コ ン サ ー ト 2 0 2 3 

http://www.city.maebashi.gunma.jp/

